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なをこよりも先ず,新潟大学脳研究所の責u立25周年を心

よりお祝い申し上げます.そしてこの記念すべき線虫をこ

当たり記念講演の顔会を与えられましたことは身をこ余る

発覚でございます.今年の春頃,所長の盤開発盤からそ

のようなご依寮がありました際をこその任にあらずと魂 宅

ご辞退申しJ二げましたが.遂にお許 しがでなか-i-/こL7)で

あります.それに私自身はとんと意識 しておりませんで

し-/たか.ニ(I)脳研究所~日掛7)神経学夏期J/_ミ十1-で講師

として招かれました回数が極めで勢いのだそうでありま

して,そハ二王iこ花を持たせる日司時に,私の名前が鶴

は千年亀は商卒ということでこ殿ようなお祝いの際をこぼ

都合が上か./'うL,L_し､√一二配備も)̀恥､,凍 たJ)かも知れず.

遅疑選巡ハ十:tお√受け したし･')てありました.

さて､演嘩ハ 川岸‖二心し7)5000午仁RC.あり窪-すが.聞

とと存 じますがサその出所は審研究所の初代所長であら

れた故中間職聴覚教職者漕 ぎ仙戯腐 2千年｣からでありま

す.生田先生か!､)演頓をLL:i-,する!-_迫i■',11度した時(･･.㌔

ぞらえた ｢脳と心の5000年｣であり渡した.率済発生

淵昭和ニi:1ff:･し19591に教授職を退官さすlて以後にニtL持†

し'1長い間LT)経験を通 し∴ また広 く内外ハ文献を熟読玩味

された上で,｢脳と心｣｢再び願とibをこ就いて｣｢三三慶び

男顔と心｣と腰 して,ご自分の ｢巣と心｣あるいは ｢物質

上精神HT/~~-いて〔′T)お考:tを披渡された('7-でrr一･rlTt'寸.

これは極めて含藩の深いものでありましてきすでに20年

以上前のものであわますが,現在で鮎十分味読をこ耐える

屯のであり渡して亨学生諸君や若い研究者をこもお勧めし

たいと思います.病魔からして先生の後追いをしている

('つてj･;)･')ますか三､--.払L'_)話し')再審ヰ)大綱において中[廿先

生の扱われたことから太きく逸脱することはありません.

先牛か･もし二存命てここにこ出席に左1てお1､-IILたとし

たら,｢なんだ2番煎 じかも､｣と苦笑されたと思います.

そして必ずや薬療で ｢艶のは岩槻0年だが,君の50榊 卑

というのはどこからもってきたのかね十とお質ねになっ

たと思います.

シャンジュ-というフランスの神経盤理学者の薯いた

｢こユ-ロン入閣｣という本がありますが,その冒頭をこ

エジプ トのパピルスに関する記述があり渡す由1鱒2年,

今から丁度 110年前に,エ ドウィン8スミスというアメ

uカの収集家が,エジプ トのナイル河畔のルタソ-ルで

古物商から-枚のパピルスを手に入れました.医史学者

の間ではエ ドウィソ･スミス中パピルスと呼ばれている

有名なものであります.50年ほどしてナシカゴ大学のエ

ジブ ト学者ジェ-ムス･プレステッドがこれを解談 じま

すと,それは紀元前17世紀に書かれた医学ことに外科学

をこ関するものであることが分かりました.そして亨その

内容は紀元前 3000年代に編纂された古代王国時代殿医

学の教科番をコピーしたものでチ頭部外傷および落部殊

勝の48例の-覧菱ならびに各症例についての標題書換登,

診断および治療法が記されていることが判明いたしまし

た書その記述o)いくつかを拾って見ますと,｢頭蓋の外

傷は眼球の偏位を伴い,患者は足を引きずって歩 く｣と

顔,｢こめかみの陥没 している太を診断すると,呼びか

けても返答せず,雷寮を使えなくなっている｣とか,

｢撃葺樵を脱臼すると感激は両腕,雨脚をこついての意識が

克く在り,患者(,')陰裳は勃起 し.知己､､山･-亘)に排尿 し.

また射締 して し奮う｣などと粛いてある由であります,

現代からみれば,その記述にはいくつかの聞達いぼある

私のの,このパピルスをこぼ東脳が兼職から遠 く離れた手

足や体の運動を制御 していることがはっきり述べられて

おりまして,嵐をこ関する文献の中ではこれまでに知 られ

ている最初の文献とみなすべきものとされているらしい

のであります.このことを拠り所にいたしまして,紀元

前 3000年プラス紀元後 2000年で5000年と割 りだ した

わけであります.

入閣の心がどこに摺るのか,現代風にいえば精神はど

のような物質的基盤から盤ずるのかという問題は人類に

とって永遠の課題といって屯よいと思います∴育代から

賓びや悲 しみに直ちに反応 して鼓動する心臓は,入間をこ

とって生輝の常魔であり,知性や感情を内蔵するの屯こ

の触れればす くや動きの分かるiむ臓すなわち ｢心｣そのも

のと考えられてきたのであります.これをこ対 して只でさ

え厚い頭蓋骨をこ包まれて目をこ見える反賠;が少 しもわから

ない大脳は,西洋をこおいてiB東洋をこおいても大勢として

は謎の存在に止まっていたのでありました.廉洋では脳

は蓋膜六肺のなかには禽潰れておらず,生命の維持にとっ

てほ二義的な転のとみなされていたように思います.

ここで魁 書神経系の研究の歩みを歴数的に展望するに

当たって,大変魔要であると思われる書物をま,2ご紹

介したいと思います, ガソリ./の名著 ｢神経学の歴敷J

をこついては皆様よくご承知だと思われます し,すでに日

東語訳もありますこととて,これは除 くとして,旧い方

ではフランス人のジュ-ル 書ス-Jjイが 1899年すなわ

ち19世紀の最後の年に出版 した ｢中枢神経系一構造と機

鰭-これに関する諸学説の史的批判｣という本と,新 し

い方では,昨年オクスフォ- ド大学出版社から出ました

イタリア人のピェトロ･二日レジが編集した 阜̀Theenchanted
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loon了 C')2つに一･,いて触れたい上思います.護で.LL_=L一一
･L･-く一一日(の本 (固 い は18()Oべ-い')上 卜2巻か
らなる東署であります.へイメーカ…等が編集した uThe

I(1under･S()fnL,urOlog了●し初版 195:i､2版 197Ol上し､

う本があり,神経解剖学,神経生理学, 神経病理学予臨

床神経学などの神経科学の各分野で,優れた業鱗を残し

た丸々の生涯を簡潔に紹介した大変有益かつ便利なもの

でありますが.そハ第8革!二Lて "ilnn1t･()historjこ111†'

(一入の神経歴史学者)の枠がもうけられております,

1()t15

そのなかで文字通りたった一入霧介されているのがジュ-

･L･･八一-り仁とあ.')~ます.この人は医学とは全く関係し')

ない比較宗教学,哲学,入額学を修めた文学者で,比較

宗教学者エルネスト8ルナソの研究協力者でありました

那,それらの研究のかたわら,脳と心の問題に深い興味

を持ち,この問題をこついて少なくと屯西欧で文字 に 番 き

残された古代から近代にいたる文献を細大もらさず紋渉

してまとめた書物でありまして労過去に転倒がなく,普

た今後も恐らくこれをしのや屯のぼ出潔いといわれてお

j誹

Lt洞 宣 馴 二 ㌔ 昌 江 星 も 廿 用 量 汗

ト̀L'lllt二̀lltlLI:.I:,'r I/tIヽ(..Tllハト
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ります.ただし,彼は医学者ではないので臨床的な率柄

をこぼ殆ど触れず,専ら脳と心の関わり合い殊をこ感覚をこ盈

点が置かれ 運動制御の問題.反射LT)概念.大脳基底核

や脊髄などについては触れることが少ないとの批判をこ

うむってはおりますものの,神経系の医史学の碩学ブラ

yシス･シラ-の言をこよれば,ス-リイを神経学歴史番

のスタソダ-ドとすれば,すべての櫓の書物はいずれも

部分的なヰ)のに過ぎない上まで申しております.殊に19

に関する記述はけだし圧巻と申すべきでありましょう.

私私この番物を臼審語で読めるようにしておくことは接

めて盈聾であり,後日何等か殿役に立つこともあろうか

に分けて101巨で完成すべく.現在翻r沢進行中であり,楽々

年をこぼ ｢古代腐｣の出版を予定しております.

もr',---..冊L･Tl"ーt､1-1tl_.enCllこlllte(1lo(1m'1(図 2)に--)い

ては,昨年出版されたものであり,ご存じの煮屯多いと

思われますが,この標題について私自身の無知と軽率を

さらすことをこなりますが,--冨触れておきたいと思いま

す.こ亡T)書は最初は 1989年に ･(タlトILT)ミうノL･T):rpレ

クタという出版社が主催した ｢思考の工場-記憶術から

神経科学までlLLとIfとIbblうcLldillrxnsit,r･():lhtl'tltl(ldella

memoTiaalleneuroscienze)と魔する脳研究の過去 や

現在 書未来を示す資料展示会のパンフレットだったらし

いのであります,評判がよかったとみえて,それを母体

ドから紫を新たにし,署名も改めて出版されたもののよ

うで糸車と1∴ こL')本LT)日本における販売元か1､--私に書

評を讃くよ･')に依頼がございましたが.最初に見た時こ

の標題に面喰l'〕いました_原著に忠実に r思考n工場 l

とあれば脳を指していることは直や分かるのであります

が､"′~lllPenChalltL,dloorTl.'では少くも私C')知識では

分かりませノ工こしじ 辞若を引きか｢上 "ellehこlIlted"

は魔法をかける.人を魅するLL_あります."loonl''は機

織機,あるいは霜のなかなどにぼんやりと不気味に見え

る姿とあります.原著によればこの標層が ｢脳｣を蓑し

ていることは確かなのだから,当oom''は槻織磯などで

はなく.正体の分からないぼんやりと不気味に見える姿

の方だろうと思い込みました.他方 鎚enchanted滑の方

が受け身の形なのがなぜなのか納得できないので大変不

安に思いながら,なんとかこじつけなければならず,切

羽つまって "魅惑の幻影"とでもするかということで,

英語に詳しい研究者仲間2人に質問しましたとこノ㌦ 彼

等もそんなところでいいんじゃないかなという意見でし

図 2 ビ∴t二卜lコ･二,JLジ編著 でheencllantedloom"

たので,半信半疑で原稿を投函する直前をこ,日本在住の

丁メI巨恒r)神経牛町羊射二電詰しましたとこ}㍉ 言下に

それは ｢魔法の観織り塵Jという意味だと聞かされまし

た.欧米の子供のためのおとぎ議にしばしば登場するも

ので,革などをいれると立派な織物がでてくる機械のこ

とだというのです,そういわれれば感覚器から入ってく

る情報を処理 して思考や思想を盤み出すという意味で,

まきをこ｢脇｣を指していると納得いたしました.辞書の

示す通りをこ素直に受け取っておけばよかったわけであり

ます.当のアメリカ太は 砧なに,-寸した文化背寮の遠

いですよ"と慰めてくれましたが,私としては外国語の

翻訳の難しさ厳しさを心底から思い知らされたことであ

･')ました.

このイタリア人の編纂いたしました本に接して,私が

兼愛興味を覚え,かつ共感を感じましたのは,過去より

現在をこわたる脳研究の歴史の区切り方であります.この

本は3つの車から成っておりますが,第1章は 砧Theart

ofmemory",｢記憶術｣と廃し,古代より中世を経て16



新潟大学脳研究所創立25周年記念講演会

健紀すなわちルネッサソスまでを扱っております.わが

国で申 せ ば 室 町 幕 府 の 衰 亡の鄭 こ当たり,医学では日本

最古の現存医審 ｢医心方｣の書かれた時代であります.

第2章I':よ"Thediscoveryoftheb也n:fromlkscEu-tes

toGall",｢脳の発見 :デカル トからガルまで｣であり
まして.17世紀から19世紀前半に当たります.わが国で

ほほほ徳川幕府の治世に相当し,大部分鎖国していたわ

けであります.第3章は "Birthoffrontiersofneur o -

science'＼ 丁神経科学の誕生とその最前線1とでも訳 し

ましょうか.そしてその内容はプロカから現代までに当

たっております.わが国ではほほ明治以後に相当いたし

ます.

これからの話はこの区分をこ従って進めたいと思います.

第1期の古代からルネッサソスまでの間で注意すべきこ

とは,先にも触れました脳に関する最古の文献であるエ

ドゥイソ･スミス書パピルスはさておき,大帝が膳こそ

思考の座であるとはっきり意識いたしましたのは,紀元

前5世紀のギリシャからであると考えられております.

それも動物を初めて解剖して視神経を発見した人とされ

ているアルクメオンが最初であると言われております.

脇が精神作用の中枢であるというこの考えは医聖吐ポタ

ラテスやプラトソをこ受け継がれましたが,これをこ対して

アリストテレスはアルクメオンの考えに強く反論し,心

臓が感覚,情動および知性の座であると主張いたしまし
た.この心株中心説は中世を越えて18世紀に至るまで人々

をこ強い影響力を採っておりました.従いまして,200 年

ぐらい前までは多くの入裾再孟｢心｣で感 じ,｢心｣から

喜び,いろいろのことを ｢心｣で理解していたのであり,

現在の我々でも ｢腹を割って互いに話し合おう｣などと

言･')とき.決してその頃の人々を笑う訳には行かないの

であります.

ところで,人煩が脳をどのような形として認識してい

たかを示す指標として.脳の図がいつ頃から誰によって

播かれたかが問題をこなりますが,脳の図譜が初めて作ら

れましたのは,紀元前3世紀の丁レキサンドT)rI'におい

てであるとされておi),-ロ7(ロスやニラシストラ-ー

トスなどの名を挙げることが出来ます.その頃の脳解剖

学の水準は極めて高く,ルネッサンスやそれ以後のもの

に勝るとも劣らないとみなされております.すでに大脳

と小脳の構造の違いに注意し,動物と人の脳を比較し,

人煩の脳に脳回が多いのは叡智と関係があると述べてお

ります.特iこ-ロ7(ロスは精神が第4脳室に局在する

ととなえた最初の人とふなされておりますが.このよう

な古代ギりシャの知識を全面的に受け継いだ中世の学者

10()7

たちが非常に重要視したのは.精神が脳室に局在すると

いうことでありました.要約すれば,脳には前,中,後

の3つの脳室があ･T).前脳室には特殊感覚と想像力が宿

りサ車髄室は判断力と思考の座であり,後脳室は運動と

記憶が宿ると考えられていたのであります (図 師

ルネッサソ弟,すなわち15-16世紀になりますと,忠

弁的な中世の脳室説は衰え始め.実証的な近世へC'T)移行

期に入ります.この時期に傑出した人物として.し十十

ルド･ダ･ヴィソ予とアソドレアス書ヴェザリウスを挙

げることが出来ます.しナナ′しド･ダ･ヴ(ン子はその

解剖手稿の中で.雄牛の脳室にリ,ソクスを注入して固め.

脳室の正しい形を知ろうと努力しております し図4).

もっとも図に付した説明は中世の考:iその儀であります.

丁ソドしー'jp'-A･ヴコ･_ザり･.L7スは15上13年.わが国では種

が島鉄砲伝来の年に当たりまずが,スイスのベルソで

｢人体の構造｣を出版いたしました.その率の脳の図は

4()0年後の現在でも立派に通用する客観性と写実性をそ

図3 7JLベ′レトウス･マグマス (1206--12801の
｢小哲学｣の図より.(図説脳の歴史,エドウィ
ソ･クラークおよびケネス書デュハ-スト教

書.松下正明訳,木村書店1972より引用)



1()08 新潟医学会雑誌 第 107巻 第11号 平成5年11月

図 4 レオナル ド･ダ･ヴ (ンチの脳室図.(｢解剖手稿｣岩波書店,1982より引即

図 5 rYJ_ザ りウスによる大脳表面図.



なえております.しかし.ヴェザりウては脳回くま小腸の

回転のごとく決まったパターンはとらないと述べており

ます (図 5).

さて,第2期の ｢脳の発見 :デか レトからガルまで｣

に移りましょう.17世紀は,ガりし,(,ニ:I:-一トンなど

C')出現iこよって近代自然科学が初めて確立された時~朋で

あります.医学 ･生物学の分野では--ヴェイの名を忘

れてはなりません.そしてこの実験と観察と推理にもと

デカル トなどであると貰われております.なかでもデカ

ルトの果たした役割は痩めて重要でありますが,そのデ

すでにご承知のように,精神を松果体に局在させ.それ

を示すためをこ彼の著番 ｢人間論｣(nehomine)には優

れた脳の園がのっております (図 即.さらをここの時代

1〔)09

iこ作1､っわたものとして,Iタり-の7(レン､ソェ大学博

物館には脳およびその動脈 ･静脈を見事に再現した腺模

型が保存されております (図7,8).これだけ楕撤な観
察を行いながfT-),18世紀には脳の生態と機能について草

食的な進歩はなかったと厳しい批判をくだず人もおりま

千.しかし,その後半から19世紀の前半iこかけて,ガ,i

が骨相学を引っ提げて親爽と登場して.この第2親の捧

尾を飾ることになります.

ガJLの骨相学と申しますのは.次のようなものであり

ます.すなわち,脳は心の器官で,精神と遺徳の諸性質

は脳LT)表面の･-一定LT)部位に局在しており,従-_,てその上

を覆う頭蓋骨を調べることによ-)て.精神と道徳C')諸性

質の過剰や欠如を知ることができるというものでありま

した.か しは27の精神能力ないし精神の諸性質を命名し,

それらを当時は "器官"とか "中枢''とか呼ばれていた

図 6 デカルトの ｢人間論_｣(1662)より.図のほゞ中央に松果体が描
かれている.(前出 r図説脳L7)歴史｣よi･)引周)
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図7 脳の静脈系を示す蝋模型 (どこ仁一い-1･ごtルジ
編 "Theenchantedloon了 よ･71,3日1日

大脳皮質の脳回に位置付けたのであります (図 9上 い

くつか例を示しますと.Ⅰ.生殖本能.n.子孫-cT)壁.

すなわち,練成部(里f十一張--･)ている人は好色である. 帆.

友情.Ⅳ.自己防衛の勇気 V.肉食獣の本能,殺人傾

向.すなわち.側頭部L'T)Hlト､張っている人は危険人物で

ある.Ⅷ.誇り.横柄さ.倣憎さ.権威欲.Ⅸ.虚栄,

野心.名営心.IXⅦ.[1的の堅持,志操堅固.要する

に頑固であるというようナ烏欠第であります (図 10).ガ

瑚 ま元来鱗盈誠実な優れた解剖学者で,彼がみずからの

学問体系をど/t在勤轍かi､-思い付いたかi･こついて.興味

深い言葉を残 しております.｢9才の頃,学校で暗唱の

時間になる上 作文L')時には私より悪い成績しかとIlな

い連中を恐れた.彼らはいずれも出目の大きな目を持っ

ていたので,我々は彼吊こ"出E]の牛の軒'というあだ

名を付けた.上級校に進んでも事情は同して,ここでも

出目の牛の目を持った数人の生徒が暗唱の時間をこ私を苦

しめた.その後転校した先でも極めてたやすく暗唱の出

来る生徒は大きな日を持った連中であった.その当時14

才をこなっていた私は,なんの予備知識もなかったをこもか

かわらず,このような削ま記憶力が素晴らしいことのし

図 8 脳の動脈系を示す捜模型 (ピエトu･コ,LJ
編 "Theenchantedloom''よ･rlEj聞 〕

るしであるという考えにとらわれてしまった.記憶力が

外かドー見て分かるとするなlT',他の能力は何故表から見

えないだろうか? 実際に私がこのような考えを述べた

のはず一･〕と後のことに過ぎない.ともあれ.私を研究に

かi)たてた最初の勧榛と私の発見LT)すべての原動力はま

さにここに発している..ぎとい･'lL7)であ;)ます.すなわ

ち,言葉の記憶と冨語磯健は目の奥をこ中枢があって,こ

の部分が発達 している人では目玉が前に押し出されて出

目になるとい･'1考え方であります し図 11).人煩が長い

間関心を持ち続けてきた大脳の撒能局在の問題に,この

ように大胆な形で挑んだ人はかってなかったので.ガ′し

の骨相学は19世紀初めの社会のあらゆる層に浸適 し,い

ろいろな波紋を巻き起こしたのでありました.ガ′Lを極

めて高く評価 した人々は彼を天才と呼び,天文学や物理

学や化学をこコペルニクス,ケプラ-,ガリレイ,ニェー

トソ,ラヴォアジェなどが現れたのと同様に,ガルは生

理学領域にとっての:Iベ/L･ニクス,FT-プう-.ニ:L一一ト

ンにも比すべき存在であるとまで礼讃 したのでありまし

た.その -一万で,政府筋や教会筋からは社会を騒がせる

無神論者,唯物論者と断じられて,ガルは最後をこは党駆

老たちの多くが辿る失意の生涯を終えております.今日
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図 9 ガルによる鰐神髄力の渚性質の骨箱 (前出 ｢【図説脳の歴史 ｣より引周)

固ま柑 頭叢骨上の "器官"の局在に関するガルの園.(前出 ｢図説脳の歴史｣
より引用)
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図 11 ガルによる言語中枢の位置 (い .

図12 プロカによる失語症剖検の第1例患者 ルポルニュの左大脳半球.下前頭図を中心
に大きな軟化巣が見られる.現在も･べり大学医学部に保存されている.
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の知識からみれば荒唐無椿とも言える彼の骨相学のそも

そもの生い立ち,すなわち,幼少の頃のガルをとらえて

離さなかった言語機能が目の奥に局在するという命題は,

形を変えて,19世紀の半ばから始まる次の第3斯,すな

わち ｢神経科学の誕生とその最前線 :プロカから現代ま

1()13

で｣の序曲として,なくてはならぬものだったのであり

ます.いわば瓢箪から約がでたとも言える形で,極めて

実証精神をこ富んだ,優れた科学者であるプロカによって,

運動性言語中枢が左大脳半球の下前頭回に位置づけちれ,

脳の戟健局在に新たな一石が投じられることになったの

ht･･11ヽ･Ill.-LLr.I＼りlJ.I,､1Ltlく 1-i
t… ＼L.rmHt‖rllL日日Ht..I.ll∴l＼川lItLll川L

tlい川(It-i＼L､､llH'Lllい こIHtl､tl川＼lIli:I-I
hrLHilhHll二.J＼∴ Iヽi､日1日(lLl.uIHthm..H

ulll…l＼i＼＼-tIT川lHlHlh= ･･ul1m .目し
･l…lI.-rLIL･=" A. (･･ L､I.･t,lこl､=･"州.

･IJ" = I.]…･I･･]山､H･LLI""=＼＼- Hl=･
LIl)tL､.t=llt.日日li:＼L､＼1トー･(llい.JI.Ht
tl…､こ11′.Hl､lLHtll､こIllL川■(1日 ■tlLm
＼lt･r二､､/.川l.rlhH卜tt{'flL.lLH､1日=-f
I)… HTL･H11It.lI､11t.;tllLこJl･J.IH‖1川 L.=1
17LtrLl.=′.､t･iI,HI日日､LIL･r･Tm･こ､卜 ､l･il

＼l＼､1I"･ttLIL＼ 二日t1111:httTi:lt･H ltI ＼ltll =… r.日日HlHff.;tHfL.lm.=1)
図 13 バー一一カーによる一二二:i--1lTンの模式図.この種の模式図LT)噂矢.
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であります (囲 旦2)I

脳研究し･')歴史;こと一･､て.19Itl.1紀品誠に劃期的侶時代て

あり渡す｡そしてこの世紀全体を通 じての最鮎大きな出

来事は,大鰐が神経細胞 (閉 息3)を発見しサこれをニュ-

ロ,Jと呼び書そしてその構造と親機を律するニュ-田ソ

説を生み出したことでありましょうeここ£-ロy碍発見

鶴,演髄の5醐0年を一昼夜とすれば且9健紀以後はわず

か ･E時間にも当た∴左いし-･'lて鳥･ll~士して..h木,h:t乙ノ＼粗

の濃い歴史の流れからみればほんの一瞬前の出来ごとをこ

t一二.ぷ打た. :l'-)L'')lFt,聖上執念を含.ll-:-t'す. -----,｣【甘き態苧

揮細り面7:I.:f㍉車t'いて, 接触にt三二左連絡 JUl;･糸車t-す.

･‡∵こ汀三㌔. ･個 ･個か独占叫lIlLて:'Ji,.空トニ I_I-1ロバよ､

長い窯擬を首*ぼして互いに接触 し食うことによって輿蘭

を授受 し合十皇 ､･1い丁ト二 二LT)f銅虹巨 十-/1くLU呼ば

れる二日こ立車fした.巨'一 ･一.,は牛理学的側面で.や､il

ニュ-ロン絹こ対するÅ力の受容面,軸索は伝導体き終末

は寒行器として分化 し こュ,-ロンのなかで鼎蘭は樹状

突起から終末へと…方向に流れると言うものであ巧渡し

管,この性質は ｢動的極性Jと呼ばれております.こ碍

両者を組み合わせたニューロン説から伝導路の概念が生

まれ,20世紀をこÅりますとラ神経系のあらゆる機能にそ

れぞれに固有の伝導路が想定されるようをこな吟声いろい

な科学的技術の開発と平行 してヲ伝導路の解析が神経科

学の避要な目標の-つをこなって今日に至っており渡す

(闘 愚妹 その意味で,磁研究の究極の目標として,す

べて碍伝磯路の解明が望まれる訳であり濠すが,その解

析を行 うにあたって決 して忘れてはならない,注意すべ

きことがあります.それはこェ-uソが生体を構成する

他の組織の細胞と異なり,樹状窯麗および軸索という長

い突起を掩ち,これがきちをこ分枝 Lrて3次元的に大きな

広がりを看する漁であります.そのため予一個j国のニュ-

ロンの全体像をとらえることは予想以上に困難で,現在

をこおきましても突起齢全貌が判明しているニュ-ロL/紘

まだ一個屯ないといって決 して言い過ぎではないのであ

ります,大脳皮質だげでも140億あるといわれるニュ-

ロンのまだ一個もその形が分かっていないと申したら予

こんなに神経科学が進歩 したというのに今更なにをいう

かと,条笑あるいはお叱りを受けるかも知れませんが芳

これは厳然たる事実でありまず さそのため,電子轟徽綾

や分子敷物学的手法など現代科学の粋を民くして精細極

まる分析結果が出ましてもラそれがどのこユ-ロンのど

の部分に局在するかという問題になりますと,明快な答

えが得られない場合が多いのは,すべてこのことが越え

艶たい障鱒になっているのでありまして,その点神経科

学孤研究に携わる研究者はこのことを銘記する必要があ

ると思います.

それにしましても,20世紀における科学技術職進歩は

急速でありまして予2,30年前には生存中の人覇を見る

機会は脳手術の際ぐらいしかなかったのであり渡すが,

現在では,映像に頼ってではありますが,コンビュ…ダー｡

トモグラフィや榛磁窺基鳴装置などを潤いで,頭蓋の内

部を自由にのぞき見るだけでなく,情報処理によって頭

蓋をはぎとって脳の表面をいろいろな鞠疫から観察する

ことすら出来まず く囲 漫射.またデブキシ書ダルコース

法などで盤額龍 おける脳の親機状態や物質代謝の動きを

まのあたりに観察できる愛でになって来ており,それだ

けをこ比婆らず,窮研究者たちの関心は巨視的かベルから

図 11 -∴t二･一-1]′､一･一Iiここし十 一 F1-｡こく､11漣錘

を示す模式図.
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図 15 3次元的 MR画像デ-タをもとに考案した ｢劉椎法｣による正常人脳の3次元脳裏 MR 画像
(渡辺俊明 ｢脳の表面を見る｣Brainned.Vol.3,No.2.1991:179-.L189より引用)

教練レベルまで,すなわち行動科学や心理学から分子生

物学iこいたるあらゆる段階に隙間なく配られ 技術の進

歩を頼りに.脳を分析し尽くそうとしております.

あと10年足らずで終わろうとする20世紀を振り返って

ふますと,19世紀の脳研究における大きな出来事をニューー

ロンの発見とすれば,20世紀のそれは DNA の発見と

ふなすことが出来ましょう.そのことに関連して.私が

1955年から57年にかけてパりに留学 しておi~)ました際

に聞いて,いまでも強く印象に残っている講演がありま

す.正確や演題や演者の名は忘れてしまいましたが,医

学の過去 ･現在 ･未来を論じたもので.演者はバり大学

の小児科の教授であったと記憶 しております.その講演

の主旨は, ｢-人額は細菌との戦いを20世紀のなかはでは

は終わろうとしている.次の癌との戦いは21世紀のなか

はまでかかるであろう.その後に残るものはなにか.そ

れは遺伝病との戦いであろう｣というものでありました.

｢7トソソとクリ･ソクによる核酸 DNA の二重螺旋構造

モデ′Lの提唱は1953年でありますから,その頃すでに

専門家たちの問では知れ渡っていたかも知れませんが.

少くも当時の私には.DNA のことなど全く耳にしてお

りませんでしたし,-一体何を板拠にこの人はこういうこ

とをいうのだろうと,半信半疑で聞いていたのでありま

すが.その後医学 ･生物学の流れを見ておりますと.細

部はともかく.巨視的にはほはその線に沿ってことが運

ばれており,その予言の適確さに驚きを禁じえないので

あります. この言の示すごとく,21世紀は恐らくこの

DNA を核として脳に対する分析が続くことでありましょ

ラ.聞くところによれば,分子生物学的に人間の遺伝子

の塩基配列は28億あり,これを読むのに,一日1000個

読んでも280万E],すなわち80(カ年かかると申します

から,一世紀や2世紀の単位でことが済むというもので

はないように思われます.

しかし,何はともあれ 21世紀は脳の世紀だという声

をきいて久しい気が致します,先程も申しましたように

その通りかも知れません.確かに科学技術の進歩に裏付

けられて,脳についての個々の自然科学的知識は途方も

なく増えました.テクノロジーが細分化すればするほど,

知識が無限に増えてゆくことは,ここ2,30年の経過を

見れば自明のことであります.このことにつけて思い出

しますのは,かつて戦争中の私の学生時代に.木下杢太

郎こと太田正雄教授より伺い,現在でも私の脳から片時

も離れない言葉であります.それは要約すると,こうい
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･'7LT)であi')ます.｢君達は知識と知恵を区別せねは畑､っ

ん.知識は人間が知的活動を行えば無限に増えて行く.

しかし.君達は知識n化け物にな一一,てはいけない.ノ＼間

は知識上知恵のバランスがとれて初めて人間にたるのだ｣

ということであ･plまして,こLl)あとに知恵を学ぶには

どうすべきか等 .々まだまだ続くのでありますが,ここ

でL')この言葉を持†nLiH′ました(')は,当時の太田教授が

し､わんとされたことか吊よ逸脱するかも知れませ人が.

現在知識tI)過剰に悩む我々iこ一･つの啓示を垂かてくれて

いるよ･-1に思うかと､)であ･T)ます.私の独断とお叱りを受

けるかも知れませんが,この場合の如恕畑土,"自然科

学の持つ限界を知れ相ということではないかと考えます.

すなわち,自然科学t-'､)本質は,ひとつの方法を用いて自

然現象に侵襲を加,･t.そ柚 こよって起こる自然L')流れの

乱Jtを観察記載する日･､･,)もL:つであります.従･･.i-で得l､-)

Ilる結果は必ずその方法に制約を受けるC7p)でありまして､

･ ･ ･ ･ ･ ･-

し')なかで起こるこ!二を見ている(T)だ上申してよいと思い

ます.しかし.行動学なしl-:では授襲を加えず,対象のあ

りのままを観察記載しているではないかという反論がで

るかも知れませんが,この場合何も侵襲を加えないとい

ち.卦る意味では非常にきびしい制約を受けているこ､上二

になります.従いまして,自然科学をこたずさわる者は,

自分は自然現象のごく一部を見ているに過ぎない二王を

常に意識 して.ド】分の得た知識が自然LrTlすべてである!二

過信しないごとが売切であると思います.日常我々は発

見という言葉をよく使います.しかし,これらの言葉は

英語では disco＼r(n･1,,仏語では decou＼･rir.独語では

Entdeckung上 ~口 上･-1に∴~澄いをと･r)除くー上ヒい,")
ことを意味しております.これはいずれもキリスト教と

いう-神教の立場から,神の作り成せる技を我々入間が

硬いを取り除いて農せていただくという考え方から来る

ち(.f)であります.触神論n立場にiLlIつ脳研究者:)モ二･

腎葉の代わりに ｢自然｣という言葉を履いて,これが超

入間的存在であることを認めおります.-神教の立場をこ

立たずとも,自然というものが我々がいてもいなくても

悠久のかなたから存在し続けていることは認めざるを得

ないのでありまして,以上述べましたように,我々が研

究者として成し得ることは,自然現象の裏側をこ張り巡ら

されている,あるいは自然がなにげなくやっている椅敵

極まりない営みを,ある手段を弄してその一部をようや

く垣間見るに過ぎないことをはっきりと認識しておくこ

とが,この場合の 働̀恵"といえるかと思います.党に,

自然科学i･こぼ使襲がついて回るということを申しました

が,こかについても私の身近かに起こ一,たことを例iこ引

きまし,Lう.私の恩師故小川鼎三教授かi:)度々聞かさI'1

た話でありまず.小川教授は中脳の赤核の研究で知られ

た方で.そのため に 学 士 院賞を受けi')かましたが,その

受賞式に臨 幸 さ れた当時の昭和天皇に恒例により研究の

内容を詳しく説明されたそうです.すなわち,人で赤核

が病変に侵される上 こういう症状が起こります.猿で

こC.7)核を破壊するとこういう症状,刺激すると二･-7いう

症状,猫では云々,兎では云々とお得意の-一席を披露さ

かたとこ7).じっと聞いておられた天皇が,それでは破

壊も刺激もしなt･､ときには赤核は何をしておるLT)か上質

問されたそうです.さすがの小川教授もこれをこぼはたと

返答に窮し,ひたすLL-)赤面するLT)Lもであ--,たというニ!二

であ車たす.こJHま笑い話ではあ･')ませ′L.自然科学しり

本質をえぐる兵撃な問題を含んでいる寓話と申してもよ

いと思います.

最後iこ,中門瑞穂先生の御遺徳を偲びつつ,かつ梅め

て深い共感を覚えつつ,先生のお言葉をお借りして私LT)

話の結びとしたい上思います∴~~"脳と心''とか."物質

と精神"をこついては難しい問題だけに塊多の学者がサそ

れぞれ立派在論著を公にしている.しかも,そのどれに

も大きな障壁は,ある点以上の進行を拒否した,脇とこ

こ71の間の断絶,gulfは依然として今llヰ)巌として,

各 の々進行を阻んでいる.そIl位な難問題であるから.

払如きがいくi､'jJ/Lで見てi)たかの知れたものである.

しかしこの困難は私が無力加よかl)ではたく.そもそも

脳神経LT)秘密.末解の問題が現在でも臥 あまりCこ多く.

これを神経学の方のみから解決するには非常な無理があ

り,いわばこの企ては尚早であるし.枚が熟していない

ので卦る.ただ神経学は,そL･り各分野に於で首RcT)観は

無く.現在進.射こ進んでいるU)は事実である.従って私

cpTlような浅学LT)ものにも.･･･一寸この問題iこ手を出して見

たくなるもの無理はあるまい.発進の学者が解けなかっ

た大問題も解けそうな点は少なくない.私が何をいって

も世の中を騒がしたり害したりする心配はない問題であ

り,当然あるべき間違は,叉二の次の時期に訂正される

であろう.難問腰であるからと挟手傍観せねはならぬ理

由はない.名画の藩士山の画を華つか見るうちをこ自分に

も一つ富士山の画を拓いて見たいというようなものであ

る.｣

本研究所の今後の益々のご発展を心より祈念するとと

もに,羊頭狗肉の拙い話を長時間にわた()ましてご静聴

いただきましたことに厚く御礼申しあげます.


